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平
成
22
年
度

私
た
ち
の
ま
ち
の
主
な
事
業◆

町
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
の
策
定

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
０
０
万
円

　

町
営
住
宅
の
効
率
的
な
更
新
に
よ
り
、
施

設
の
長
寿
命
化
を
図
り
生
涯
に
か
か
る
コ
ス

ト
の
縮
減
に
つ
な
げ
る
た
め
、
町
営
住
宅
の

長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

◆
町
営
住
宅
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応

　

工
事
の
実
施

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
０
０
万
円

　

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
終
了
に
伴
い
、
町

営
住
宅
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
工
事
を
行
い

ま
す
。

【
公
共
交
通
】

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　

運
行
と
利
用
促
進

　

…
…

６
，
７
６
３
万
円

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
よ
り

便
利
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
回
数
乗
車
券
や
小
・
中
・
高

校
生
を
対
象
と
し
た
夏
季
休
業

期
間
限
定
フ
リ
ー
パ
ス
券
を
販

売
し
ま
す
。
ま
た
、
運
転
免
許

を
自
主
返
納
さ
れ
た
満
65
歳
以
上
の
方
に
申

請
に
よ
り
、
免
許
返
納
日
か
ら
10
年
間
の
無

◆
乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
対
策
事
業

　

…
…
…
…
…
…
…
…
３
，
２
０
６
万
円

小
学
校
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
に
か
か
る

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
、
子
育
て
家
庭
の

経
済
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
子
ど
も
手
当
支
給
事
業

　

…
…
…
…
…
…
３
億
９
，
２
３
４
万
円

次
世
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
観
点
か
ら
、
中

学
校
修
了
前
ま

で
の
児
童
を
対

象
に
１
人
月
額

１
万
３
千
円
を

支
給
し
ま
す
。

【
障
害
者
福
祉
の
充
実
】

◆
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

…
…
…
…
…
…
…
…
２
，
７
５
８
万
円

障
害
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
た
必

要
な
情
報
の
提
供
や
助
言
を
行
う
相
談
支
援

事
業
、
意
思
の
伝
達
に
支
障
の
あ
る
障
害
者

に
対
し
手
話
通
訳
者
を
派
遣
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
、
自
立
し
た
日
常
生

【
下
水
道
等
の
整
備
】

◆
浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
の
改
修

　

…
…
…
…
…
…
１
億
２
，
８
５
７
万
円

　

朝
日
浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
の
老
朽
化
に
伴

い
、
機
械
・
電
気
設
備
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

【
宅
地
・
住
宅
の
整
備
】

◆
上
野
田
・
ひ
ま
わ
り
の
里
分
譲
地
定

　

住
促
進
事
業

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４
８
０
万
円

　

若
年
夫
婦
世
帯
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
定

住
を
促
進
す
る
た
め
、
土
地
購
入
者
に
分
譲

地
購
入
支
援
、
早
期
新
築
支
援
、
子
育
て
支

援
を
行
い
ま
す
。

◆
病
児
デ
ィ
ケ
ア
事
業

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
１
１
万
円

傷
病
の
回
復
期
ま
た
は
治
療
中
で
集
団
保

育
が
困
難
な
児
童
を
町
立
織
田
病
院
で
一
時

的
に
預
か
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者
の
子
育

て
と
仕
事
の
両
立
を
支
援
し
ま
す
。

◆
す
く
す
く
保
育
事
業

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
５
２
万
円

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
第
３
子
以
降
の
３
歳
未
満
児
の
保

育
料
を
無
料
に
し
ま
す
。
ま
た
、
３
人
同

時
に
保
育
所
に
入
所
し
た
場
合
、
第
３
子

以
降
の
保
育
料
を
減
免
し
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

…
…
…
…
…
…
…
…
４
，
０
９
０
万
円

子
育
て
家
庭
の
相
談
指
導
及
び
子
育
て

サ
ー
ク
ル
な
ど
へ
の
支
援
や
、
地
域
の
保
育

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
各
保
育
所
（
園
）
間
の

連
携
を
図
り
ま
す
。

【
道
路
網
の
整
備
】

◆
よ
り
安
全
な
道
路
へ
の
改
良

　

…
…
…
…
…
…
…
…
５
，
２
７
４
万
円

　

日
常
生
活
・
産
業
活
動
を
支
え
る
快
適
で

安
全
な
道
路
網
を
整
備
す
る
た
め
、
国
・
県

道
（
国
道
３
０
５
号
、
県
道
別
所
朝
日
線

ほ
か
）
の
改
良
整
備
の
促
進
や
、
町
道
小
樟

大
樟
線
の
道
路
災
害
防
除
工
事
等
を
行
い
ま

す
。

【
水
道
の
整
備
】

◆
簡
易
水
道
統
合
整
備
工
事
の
実
施

　

…
…
…
…
…
…
１
億
４
，
８
９
７
万
円

　

荻
野
地
区
の
簡
易
水
道
を
上
水
道
に
統
合

す
る
た
め
、
ポ
ン
プ
場
の
整
備
、
配
水
管
の

布
設
替
を
行
い
ま
す
。

【
保
健
事
業
の
推
進
】

◆
が
ん
検
診
を
実
施

　

…
…
…
…
…
…
　
　
　
１
︐
７
９
３
万
円

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
職
場
な
ど
で
が
ん
検

診
を
受
診
す
る
機
会
の
な
い
人
を
対
象
と
し

た
が
ん
検
診
や
節
目
無
料
検
診
、
個
別
検
診

を
実
施
し
ま
す
。

◆
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
実
施

　

…
…
…
…
…
…
…
…
１
，
２
０
４
万
円

40
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を

対
象
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着

目
し
た
健
診
と
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

【
子
育
て
・
少
子
化
対
策
の
充
実
】

◆
妊
婦
・
乳
児
健
診
費
用
の
助
成

　

…
…
…
…
…
…
　
　
　
２
︐
１
９
０
万
円

妊
婦
・
出
産
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
妊
婦
健
診
・
乳
児
健
診
に
対
し
て
助
成

を
行
い
ま
す
。

料
定
期
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す
。

◆
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進

　

…
…
…
…
…
…
…
…
３
，
７
２
０
万
円

　

町
民
の
「
足
」
と
な
る
路
線
バ
ス
の
維
持
・

充
実
を
図
る
た
め
、
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る

高
齢
者
や
高
校
生
等
に
対
す
る
運
賃
の
補
助

や
区
な
ど
が
実
施
す
る
バ
ス
待
合
所
整
備
へ

の
補
助
を
行
い
ま
す
。

◆
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
設
備
の
整
備

　

…
…
…
…
…
…
２
億
１
，
９
０
０
万
円

　

22
年
度
と
23
年
度
の
２
か
年
で
、
朝
日

地
区
、
宮
崎
地
区
、
織
田
地
区
に
デ
ジ
タ
ル

防
災
行
政
無
線
設
備
を
設
置
し
、
越
前
地
区

の
既
存
設
備
と
シ
ス
テ
ム
統
合
す
る
こ
と
に

よ
り
、
全
町
を
カ
バ
ー
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
防

災
行
政
無
線
を
整
備
し
、
災
害
に
強
い
基
盤

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◆
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
７
７
万
円

　

災
害
時
に
迅
速
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
、

ま
た
、
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
土

砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
地
震
防
災
マ
ッ

プ
を
作
成
し
ま
す
。

活
を
支
援
す
る
用
具
の
給
付
や
外
出
支
援
な

ど
、
在
宅
障
害
者
の
地
域
で
の
生
活
を
支
援

し
ま
す
。

【
健
康
づ
く
り
の
推
進
】

◆
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
支
援　

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
６
１
万
円

心
身
共
に
元
気
な
高
齢
者
の
増
加
を
目
指

し
て
、
介
護
予
防
（
認
知
症
）
サ
ポ
ー
タ
ー

を
養
成
し
、
地
区
の
集
落
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

定
期
的
に
「
つ
る
か
め
体
操
教
室
」
を
行
い

ま
す
。

◆
医
療
機
器
の
充
実

　

…
…
…
…
…
…
…
…
６
，
５
５
７
万
円

よ
り
精
密
な
画
像
を
撮
影
し
正
確
な
診
断

を
行
う
た
め
、
織
田
病
院
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
断
層
撮
影
装
置
（
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
）
の

入
替
え
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
院
内
で
の

ウ
ィ
ル
ス
感
染
を
防
ぐ
た
め
の
空
間
清
浄
機

の
設
置
や

老
朽
化
し

た
電
話
交

換
設
備
の

入
替
え
な

ど
を
行
い

ま
す
。

健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

今
年
度
は
、合
併
特
例
期
間
の
折
り
返
し
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、期
間
終
了
後

の
財
政
事
情
を
見
据
え
、財
政
の
健
全
化
を
進
め
つ
つ
、豊
か
で
潤
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
、町
民
の
生
活
の
安
定
・
充
実
に
向
け
た
事
業
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

ま
た
、町
の
将
来
や
具
体
的
な
施
策
を
示
し
た『
越
前
町
総
合
振
興
計
画
』の
前
期

計
画
の
最
終
年
で
も
あ
り
、こ
れ
ま
で
の
事
業
に
評
価
を
加
え
な
が
ら
新
た
な
視
点

か
ら
後
期
計
画
に
つ
な
げ
る
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

住
み
や
す
い
ま
ち
を
演
出
す
る

　
都
市
基
盤
・
公
共
施
設
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

　
保
健
・
医
療
と
福
祉
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

快
適
で
安
全
に

住
め
る
ま
ち
づ
く
り
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域
等
直
接
支
払
制
度
〉

を
行
い
ま
す
。

【
水
産
業
の
振
興
】

◆
漁
港
の
整
備

　

…
…
２
億
２
，
９
４
３
万
円

　

米
の
浦
漁
港
の
漁
業
環
境
を

改
善
し
、
漁
家
経
営
の
安
定
と

安
全
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図

る
た
め
防
波
堤
工
事
や
漁
港
用

地
の
造
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
◆
漁
場
の
水
域
環
境
の
保
全

　

…
…
…
…
３
，
９
２
０
万
円

　

底
曳
網
漁
場
の
環
境
を
保
全

す
る
た
め
、
海
底
を
耕
し
、
微

生
物
を
増
殖
さ
せ
、
漁
場
の
生

産
力
の
回
復
を
図
り
ま
す
。

て
再
生
す
る
た
め
、
越
前
岬
水
仙
ラ

ン
ド
の
施
設
全
体
を
見
直
し
ま
す
。

【
自
然
環
境
の
保
全
】

◆
Ｅ
Ｍ（
有
用
微
生
物
群
）
の

　

利
用
方
法
を
普
及
啓
発

　

…
…
…
…
…
…
１
０
０
万
円

　

町
内
全
域
で
Ｅ
Ｍ
（
有
用
微
生

物
群
）
菌
な
ど
を
気
軽
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
「
海
土
里
の
環
境

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
連
携
し
な
が

ら
、
町
内
の
小
学
校
や
各
地
区
で

説
明
会
を
開
催
し
、
米
の
と
ぎ
汁

を
活
用
し
た
「
Ｅ
Ｍ
活
性
液
」
や

「
ぼ
か
し
づ
く
り
」
の
普
及
啓
発

活
動
を
行
い
ま
す
。

【
循
環
型
社
会
の
形
成
】

◆
ご
み
の
分
別
収
集
の
推
進

　

…
…
…
…
９
，
７
７
８
万
円

　

ご
み
を
資
源
と
し
て
再
利
用
す

る
循
環
型
社
会
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、分
別
収
集
を
徹
底
し
ま
す
。

◆
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル

　

対
策
事
業
の
推
進

　

…
…
…
…  

２
９
２
万
円

　

生
ご
み
の
減
量
化
を
図

る
た
め
、
コ
ン
ポ
ス
ト
の
購

入
費
に
対
す
る
補
助
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
リ
サ

イ
ク
ル
を
進
め
る
た
め
、
団

体
が
実
施
す
る
資
源
回
収

に
対
し
補
助
し
ま
す
。

【
文
化
財
の
保
護
・
継
承
】

◆
企
画
展
覧
会
の
開
催

　

…
…
…
…
…
…
１
８
０
万
円

　

越
前
一
ノ
宮
・
気
比
神
宮
と
二

ノ
宮
・
劔
神
社
に
お
け
る
、
神し

ん

仏ぶ
つ

習し
ゅ
う

合ご
う

や
経き

ょ
う

典て
ん

埋ま
い

納の
う

を
中
心
と
し
た

民
俗
信
仰
に
焦
点
を
あ
て
、
越
前

に
お
け
る
神
仏
交
渉
史
の
特
質
に

つ
い
て
探
り
ま
す
。

◆
越
前
学
悠
久
塾
の
開
催

　

…
…
…
…
…
…
…
８
６
万
円

　

町
内
に
所
在
す
る
文
化
財
の
紹

介
を
は
じ
め
、
町
が
行
う
文
化
財

調
査
や
最
新
の
研
究
成
果
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
町
民
対
象
の
地
域

史
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◆
悉し

っ

皆か
い

調
査
の
実
施

　

…
…
…
…
…
…
１
０
０
万
円

　

町
内
の
文
化
財
の
分
布
調
査
を

も
と
に
、
重
要
な
遺
跡
に
つ
い
て

発
掘
調
査
を
実
施
し
町
の
歴
史
・

文
化
の
解
明
に
努
め
ま
す
。

【
農
業
の
振
興
】

◆
越
前
水
仙
の
生
産
振
興

　

…
…
１
億
８
，
９
７
５
万
円

　

越
前
水
仙
の
生
産
拡
大
を
目

指
し
、
越
前
地
区
に
お
け
る
農

道
の
整
備
や
生
産
圃
場
の
再
整

備
、
球
根
の
改
植
工
事
を
行
う

と
と
も
に
、
栽
培
管
理
機
械
の

整
備
や
出
荷
経
費
に
対
す
る
支

援
を
行
い
ま
す
。

◆
中
山
間
地
の
生
産
活
動
支
援

　

…
…
…
…
３
，
４
２
７
万
円

　

農
業
生
産
の
条
件
が
不
利
な

地
域
に
お
け
る
農
地
や
農
業
用

施
設
の
保
全
管
理
、
担
い
手
の

育
成
な
ど
、
集
落
で
の
取
り
組

み
に
対
す
る
支
援
〈
中
山
間
地

【
観
光
産
業
の
活
性
化
】

◆
文
化
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致

　

…
…
…
…
…
…
３
０
５
万
円

　

町
内
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
有
効
活
用
し
、
交
流
人
口
の
増

加
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

県
内
外
学
生
の
合
宿
を
誘
致
・
支

援
し
ま
す
。

◆
観
光
周
遊
バ
ス
の
運
行

　

…
…
…
…
…
…
２
６
６
万
円

　

冬
の
越
前
海
岸
に
訪
れ
る
観
光

客
の
町
内
観
光
施
設
へ
の
誘
導
と
、

観
光
客
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る

た
め
観
光
周
遊
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。

◆
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
の
再　

整
備
（
実
施
設
計
）

　

…
…
…
…
…
…
８
３
８
万
円

　

町
花
で
あ
る
越
前
水
仙
の
持
つ

魅
力
を
十
分
に
引
き
出
し
、
誰
も

が
楽
し
め
る
魅
力
あ
る
施
設
と
し

元
気
で
活
力

み
な
ぎ
る
ま
ち
づ
く
り

個
性
豊
か
で
誇
り
の

も
て
る
ま
ち
づ
く
り

　

豊
か
な
自
然
や
伝
統
産
業

を
活
か
し
、
地
域
資
源
と
共

生
す
る
産
業
を
育
成
し
ま
す
。

　

豊
か
な
資
産
を
活
か
し
て

越
前
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築
し
、

魅
力
的
で
誇
れ
る
ま
ち
を
創

造
し
ま
す
。

人
が
輝
き
交
流
で

満
ち
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

【
学
校
教
育
環
境
の
充
実
】

◆
小
・
中
学
校
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備

　

…
…
…
…
…
…
…
…
７
，
０
６
４
万
円

　

情
報
化
社
会
に
対
応
で
き
る
情
報
活
用
能

力
を
早
期
に
育
む
た
め
、
平
成
21
年
度
か
ら

３
か
年
で
町
内
全
て
の
小
・
中
学
校
に
校
内

Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

◆
非
常
勤
講
師
お
よ
び
生
活
支
援
員
の

　

配
置

　

…
…
…
…
…
…
…
…
３
，
１
９
８
万
円

　

非
常
勤
講
師
を
配
置
し
、
個
に
応
じ
た
授

業
の
展
開
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
を
抱

え
る
児
童
・
生
徒
に
対
し
生
活
支
援
員
な
ど

を
配
置
し
、
安
全
な
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
配
慮
し
ま
す
。

◆
教
育
相
談
員
の
配
置

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
１
１
万
円

　

各
地
区
に
教
育
相
談
員
を
配
置
し
、
悩
み

を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
の
相
談
活

動
及
び
適
応
指
導
教
室
を
行
い
ま
す
。

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
】

◆
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
大
会
の
開
催

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
５
５
万
円

　

８
月
に
「
第
32
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
ホ
ッ
ケ
ー
交
流
大
会
」、
11
月
に
「
第
11

回
全
日
本
中
学
生
都
道
府
県
対
抗
11
人
制

ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

の
派
遣･

受
入
な
ど
の
交
流
を
行
い
、
国
際

社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組

む
ほ
か
、
町
民
と
在
住
外
国
人
と
の
相
互
理

解
を
図
る
た
め
「
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
国
際
交
流
員

や
外
国
人
生
活
相
談
員
を
配
置
し
、
生
活
支

援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
】

◆
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
６
８
万
円

　

越
前
町
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
を
も
と

に
、
行
政
・
町
民
お
よ
び
事
業
者
が
一
丸
と

な
っ
て
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢
と

希
望
を
持
っ
て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
員
や
男
女
共
同
参
画

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携
し
、
地
区
、
団
体
お

よ
び
小
中
学
校
が
実

施
す
る
気
づ
き
事
業

を
支
援
し
、
男
女
共

同
参
画
の
つ
ど
い
を

実
施
し
ま
す
。

【
町
民
と
協
働
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
】

◆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進　

　

…
…
…
…
…
…
…
…
１
，
４
８
７
万
円

　

町
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、
旧
町
村
を
一
つ
の
地
域
と

し
て
、
地
区
の
区
長
会
や
各
種
団
体
、
地
域

住
民
を
構
成
員
と
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
立
ち
上
げ
、
事
務
局
員
の
配
置
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
付
金
の
交
付
な
ど
を
行
い
ま

す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備　

　

…
…
…
…
…
…
４
億
３
，
４
２
７
万
円

　

地
域
住
民
が
気
軽
に
集
い
活
動
で
き
る
場

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
施
設
と
し

て
、
宮
崎
・
越
前
・
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

【
国
際
交
流
の
推
進
】　

◆
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成

　

…
…
…
…
…
…
…
…
１
，
６
３
０
万
円

　

国
際
交
流
協
会
を
中
心
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
や
ア
メ
リ
カ
、
タ
イ
と
の
間
で
青
少
年

◆
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
支
援

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
２
５
万
円

　

町
内
の
種
目
別
協
会
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
開
催
を
支
援
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・

振
興
を
図
り
ま
す
。

◆
全
国
大
会
出
場
選
手
へ
の
支
援

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
０
万
円

　

県
内
の
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
全
国
大
会
な

ど
へ
出
場
す
る
選
手
に
対
し
、
そ
の
参
加
に

か
か
る
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

◆「
え
ち
ぜ
ん
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」活
動

　

の
支
援

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
０
万
円

　

い
つ
で
も
誰
で
も
気

軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

め
る
場
と
し
て
、
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
「
え
ち
ぜ
ん
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
を

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

ク
ラ
ブ
と
の
共
催
に
よ

る
季
節
の
短
期
イ
ベ
ン

ト
（
カ
ヌ
ー
・
水
泳
・
ス

キ
ー
教
室
）も
行
い
ま
す
。

◆
人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
ス
タ
ン
ド
の
整
備

　

…
…
…
…
…
…
２
億
４
，
０
３
５
万
円

　

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、

選
手
な
ど
の
待
機
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
ス
タ

ン
ド
（
観
客
席
）
を
整
備
し
ま
す
。

町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、

次
世
代
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

蝉
丸
の
墓



保健衛生課
課長
青山右近

課長補佐（保健）
吉田直子

課長補佐（環境）
松村徹治

課員
青山秋彦・小道世知紀
保健師
木下里美・南　七恵

健　康
増進室

室長
酒井英則

室長補佐
水嶋敬子
室長補佐
出口博美
室長補佐
古川智巳

課員
山﨑美保子

栄養士
榎本博美

保健師
岡田明代・高島幸恵
事務補助員
春木明美

織　田
児童館

館長
水野春美

高齢福祉課

課長
渡辺きみえ

課長補佐
渡辺三峰子

課員
中村弘和・大矢康一・和田幸也
間之口翠・宮﨑みか
介護福祉士
姉﨑加奈子
ホームヘルパー
三上裕美子・高橋浩子
千秋すみ子・網渕美春

事務補助員
川上清恵

地域包括
支援センター

所長（兼）
酒井英則

次長
黒田とみ子

保健師
谷﨑美香世

ホームヘルパー
土谷万里子

次長（兼）
黒田とみ子

在宅介護
支援センター

所長（兼）
酒井英則

介護福祉士
水島由紀

ホームヘルパー
掃部智子

朝　日
児童館

館長（兼）
来田秋生

次長心得
田辺香織

山　中
児童館

館長（兼）
水野春美

宮　崎
児童館

館長
松田みすず

朝日子育て
支援センター

所長（兼）
来田秋生

次長心得(兼)
田辺香織

宮崎子育て
支援センター

所長（兼）
松田みすず

織田子育て
支援センター

所長（兼）
水野春美

朝日保健
センター

保健師(兼)
木下里美

宮崎保健
センター

保健師(兼)
出口博美

越前保健
センター

保健師(兼)
岡田明代

織田保健
福祉センター

保健師(兼)
古川智巳

民　
　

生　
　

部　
　

門

朝日北
保育所

所長
上野正枝

保育士
竹内喜美・谷口育代・月田有香
近藤恵美

調理員
西野ひとみ

小曽原
保育所

所長
清水幸子

保育士
西栁千晴・谷口万絵・福岡沙織

調理員
磯網美代子

宮崎中央
保育所

所長
玉邑弘子

保育士
武内真理子・木下昭代・芝田優子
青山美智代・中山貴世・齋藤忠良

朝日南
保育所

所長
宮川和代

保育士
横田米子・高原律子・戸田沙織

調理員
青山みや子

議　会

町　長

議会事務局

関　敬信

局長
向當一郎

次長
奥谷富治子

総務課
課長
北野壽一

課長補佐(行政)
杉本恭伸
課長補佐(人事)
藤﨑健一

課員
轟久美子・小河宗基・岡田寿子
伊部由三・水野義之・西　益男
駒野裕子・水嶋康志郎

税務課
課長
小刀称治一

課長補佐
上坂明子

課員
後藤邦枝・山田宗治・河瀬慎人
河合　智・佐々木岳大・藤澤亜紀子
髙木浩輔

住民課
課長
塩治鈴江

課長補佐
鈴木恵美

課員
川嶋孝史・牛若千鶴・柴矢昌美
青山晴彦・藤野祐子

企画財政課
課長
梅野秀一

課長補佐
原　雅哉

課員
岡山克大・佐々木桂子・笠川晃央
畑　優器・大橋伸也

監理課
課長
佐々木明彦

課長補佐
井上義宣

課員
清水英一・森﨑千春・佐々木良太
谷口悦子 

室長
滝本正美

室長補佐
臥龍岡尊哉

課員
道畑直和・菅原多恵・森下亜希子
増田佑馬

室長
齋藤忠左ヱ門

室長補佐
近藤由美子

課員
佐々木幸恵・高原利則・石川智美

室長
水谷英一

室長補佐
林　和美

課員
伊部茂幸・佐々木浩子・黒田麻里

課長
来田秋生

課長補佐
吉田純子

課員
武田喜之・松島顕子・坂下哲哉
川﨑瑞奈

行政改革
推進室

室長
武藤幹雄

室長補佐
石田和也

課員
杉森　匡・三上順子

政　策
調整室

室長
出口俊一

室長補佐
津田豊申

課員
小山さとみ・竹澤朋恵・古﨑竜司

納　税
推進室

室長
宇野與市郎

室長補佐
中上由美

課員
谷口浩之・見谷理奈・清水拓郎
野　哲治

社会福祉
支援室

室長
和田弘美

室長補佐
木本加代子

課員
佐々木ひとみ・毛利章憲・木原千晶

国　際
交流室

室長
畑　雅樹

室長補佐
稲田明美

課員
下仲　翔

男女共同
参画室

宮崎住民
サービス室

越前住民
サービス室

織田住民
サービス室

室長
上野笑子

室長補佐
山下和信

課員
大鎌延浩

書記
林　康彦

副町長

宮川清治

総務理事

冨田一茂

民生理事

野　賢一

朝日中央
保育所

所長
佐藤千津子

保育士
西村千香子・牧野由美恵・小荒繁美
松葉雪枝・山下京子・木下祐子
鷲田一貴・北島　翔・水嶋悠子

調理員
牛若順子

朝日西
保育所

所長
渡辺みき代

保育士
井上佳津代・北島優子・青山裕美
金本芳恵

調理員
冨田とみゑ

総　

務　

部　

門

民　
　

生　
　

部　
　

門

子育て支援課
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(財)越前町公共施設管理公社
佐々木訟覚・三田村保夫

派 遣 職 員

生涯学習課
課長
加藤昭宏

課長補佐
菅原辰彦

課員
佐々木貴久・宮永裕次・坂下由美子
牧田千佳・堀内文夫

越前町生涯
学習ｾﾝﾀｰ

所長(兼)
加藤昭宏

次長(兼)
菅原辰彦

課員(兼)
佐々木貴久・宮永裕次・坂下由美子
牧田千佳・堀内文夫

越前町生涯学習
ｾﾝﾀｰ宮崎分館

所長(兼)
加藤昭宏

次長
木村美枝子

課員
高原健二

越前町生涯学習
ｾﾝﾀｰ越前分館

所長(兼)
加藤昭宏

次長
黒田三博

課員
川邉初美

越前町生涯学習
ｾﾝﾀｰ織田分館

所長(兼)
加藤昭宏

次長
左近昭博

課員
上坂佳一

文　化
スポーツ室

室長
佐々木大輔

室長補佐
桝田明美

課員
森下智晴・川端雅旭
学芸員
堀　大介

文　化
歴史館

学芸員
小辻陽子・村上雅紀

織　田
中学校

用務員
山内つゆ子

朝日
学校給食
センター

所長(兼)
渡辺照夫
次長(兼)
岡田正一

調理員
前田彰治・橋本弘美・森川陽子・吉田くみえ
宮川幸代・進士利栄・斎藤ひろみ・相馬はるみ
京藤直美

宮崎
学校給食
センター

所長(兼)
渡辺照夫
次長(兼)
木村美枝子

調理員
木村美惠子･水嶋万寿美・木原ひとみ

越前
学校給食
センター

所長(兼)
渡辺照夫
次長(兼)
黒田三博

調理員
浜野恵子・田中久美子･大川好枝・神谷宗典

織田
学校給食
センター

所長(兼)
渡辺照夫
次長(兼)
左近昭博

調理員
松村　修・掃部満寿美・小倉美鶴

町　立
図書館

司書
堤　和代・安井明希子

町立図書館
織田分館

司書
阿部祥子

教　
　
　

育　
　
　

委　
　
　

員　
　
　

会

織　田
小学校

用務員
芳野美惠子

城　崎
小学校

用務員
荒井恵美子

朝　日
中学校

用務員
馬谷まり子

越　前
中学校

用務員
鈴木婦紀子

福井県
安井正樹

福井県地方税滞納整理機構（兼）
野　哲治

鯖江広域衛生施設組合
北野宗昭

宮崎森林組合
木原尚裕

後期高齢者医療広域連合
上野孝則

丹南広域組合
上山和美・中村英哲

住　宅
政策室

室長
牧田芳広

室長補佐
佐々木由里

課員
小西智弘・山﨑充晃

織田病院
院長
島田政則

建設理事

古川吉彦

建設課

課長
上野三千男

課長補佐
友広家延

課員
上坂健一・安井俊幸・牧野正克
山本周二良・黒崎一哉・正木俊行
牧田茂晴・安原沙紀
技術補助員
小川　茂

上下水道課
課長
山塙利光

課長補佐
佐々木直人

課員
荒井基志・宮川泰昌・水島伸也
山田幸一・三七広樹・大橋直人
文室小百合・藤田智広

工　事
検査室

室長
上坂光弘

室長補佐
山口隆司

課員
内藤　諭

建
設
部
門

織田病院事務局
局長
間所英樹

織田病院
事 務 局

事務局次長
冨田得夫

局員
堀　真喜・森崎さゆり・水島美奈

会計課 課長
北嶋一男

課長補佐
河合純子

課員
高松千鶴

織　
　

田　
　

病　
　

院

副院長
加藤　大

小児科部長
藤本正子

薬剤師
島野敦生

調理員
渡辺奈保美

放射線技師
佐々木喜代治
木下成路

作業療法士
渡辺理絵
齊藤友広

副院長
津向伸哉

外科医師
内藤慶英

薬局長
坊　正佳

管理栄養士
久守勘司

社会福祉士
高木祐子

看護師長代理
上坂由理子・長谷川純栄
看護師
小林美紀・林智寿子・林　勝世・増渕純子・左近景子・佐藤登己子
水島茂美・三田村広美・村瀬幸江・藤木千恵美・大坂静香・富永直子
中井孝子・河上友美・松田　円・岩崎佳代・林　和美・田中さおり
酒井則子・野村和美・中西博美・杉本留美・勝見奈穂子・山本弥生
田中成美・桑野祐里枝・田中麻耶・髙阪奈緒美

臨床検査技師
岡山正樹
嶋津恵理子

理学療法士
川端昭宏
山﨑義治
井上利益

言語聴覚士
直　砂織
山本麻依子

会計管理者

手賀小代子

教育委員会事務局
局長
河原　健

学校教育課
課長
渡辺照夫

課長補佐
岡田正一

課員
髙木裕見子・水島友樹・森下千尋
渡辺大作

朝　日
小学校

用務員
堂下由起美

常　磐
小学校

用務員
谷澤礼子

教
育
委
員
会

教育長

堀　治市

産業理事

吉田治夫

農林水産課

課長
武藤盛之

課長補佐
水島博之

課員
尾澤正章・山口和美・久保義治
森崎晃次・北島崇行・阪下倫夫
竹内敏雄・中西亜由美・鷲田久憲
浜野宏次・菱谷祐子

商工観光課

課長
三田村和久

課長補佐(商工)
山谷芳一
課長補佐(観光)
齋藤健治

課員
髙木剛彦・新谷　満・山内了輔
中倉京子・小山喜世美・小辻和正
事務補助員
神﨑美幸

水産
振興室

室長
佐々木靖郎

室長補佐
中村あい

課員
福澤秀一

産　

業　

部　

門

宮　崎
小学校

用務員
田中政江

四ヶ浦
小学校

用務員
岩崎あい子

広報えちぜん 8広報えちぜん9



広報えちぜん 10広報えちぜん11

地域コミュニティの活動拠点に！
宮崎コミュニティセンターの

建設が始まりました
　宮崎コミュニティセンターは、宮崎地区のコミュニティ活動の拠点施設として整備します。住民
窓口サービスや生涯学習機能に加え、各種団体の活動場所として利用できる活動支援室などを配置
するとともに、町立図書館宮崎分館を拡充します。
　同センターは、来年2月25日に完成予定で、来春の開館を目指しています。開館後は、地域住
民の交流と憩いの場となり、地域のにぎわいを創出することが期待されます。
　※現在、宮崎住民サービス室は、仮事務所（自然休養村管理センター内）にて業務を行っています。

シ
リ
ー
ズ

行
政
改
革
⑦

宮崎コミュニティセンターの配置図

 図書館
　談話コーナーや自動販売機
コーナー、作品展示のできる住
民ギャラリーなど、地域住民の
交流や情報交換などができる憩
いの場として整備します。

　事務スペースやミーティングスペース、保存文書や備
品などを保管できるロッカーを設置し、各種団体の事務
局の場所として利用できます。

 住民ホール

 活動支援室

　会議室１と会議室２は一部屋の大き
な会議室として利用できます。
　会議室３はパソコン教室が開催できる
よう整備します。

　各種団体の会合や発表
会、イベントの開催、講座
やクラブの練習など各種活
動に利用できます。

鉄骨造平屋建越前瓦葺き
一部陸屋根
新設部　　1,259.70㎡
改修部　　　506.00㎡

　小規模な発表会やサーク
ルの練習、体操教室などに
利用できます。

（東側）旧宮崎総合事務所跡地に新設（西側）宮崎農村環境改善センターを一部改修（斜線部分）

　料理教室や栄養
指導、イベント関
連の炊事場として
利用できます。

 会議室

 アリーナ

 小ホール

　着付け、ヨガ、囲碁教室
など、各種講座に利用でき
ます。
　茶室の機能を備え、お茶
会や茶道教室などにも利用
できるようにします。

 和　室

 調理実習室

越 前 焼、 水 墨 画、 絵 手 紙、
生花、書道教室など、作品
づくり活動に利用できます。

 創作工芸室

より身近に、気
軽に

訪れ集う場所と
して、

さまざまな場面
で利用

できるようにな
ります。 アリーナ

和室
１

和室
２

小ホール
創作

工芸室

機械室 器具庫

調理
実習室

会議室
３

会議室
１

会議室
２

ロビー
事務室

幼児
コーナー

印刷室

倉庫1

機械室

倉庫2

管理人室

町民
相談室

図書館

住民
ホール

活動
支援室

ス
テ
ー
ジ

倉
庫

渡り廊下

　

４
月
８
日
、
旧
宮
崎
総
合
事
務
所

跡
地
で
、
町
、
町
議
会
、
町
教
育
委

員
会
、
工
事
関
係
者
ら
約
５
０
人
が

出
席
し
て
、
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
建
設
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
工
事
の
安
全
を
願
っ
て

手前（新設）：図書館
中央（新設）：事務室や会議室など
奥（改修）：農村環境改善センター

宮崎コミュニティ
センター完成予想図

安全祈願祭

　書架の閲覧・貸し出し業務を行うほか、おは
なし広場などを開催するスペースとして利用で
きます。
　幼児コーナーや書庫を備え、蔵書数や閲覧ス
ペースが拡充されます。
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３
月
23
日
に
開
か
れ
た
議
会
定
例
会
で
、
教
育
委
員
に
次

の
人
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
三  

木
　
幸  

恵
（
新　

保
）【
新
　
任
】

　

ま
た
、
３
月
31
日
の
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
教
育
委
員

長
と
同
職
務
代
理
者
が
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
り
ま
し
た
。

　
委
員
長

　
　
　

青  

山
　
修  

一
（
気
比
庄
）

　
委
員
長
職
務
代
理
者

　
　
　

寺  

阪
　
　  

眞
（
内　

郡
）

　

４
月
か
ら
新
た
に
17
人
の
先
生
が
着
任
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
赴
任

職  

名

氏
　
　
　
名

旧
所
属

宮
崎
小
教

頭
森　

﨑　

美
栄
子

四
ヶ
浦
小
学
校

宮
崎
小
教

諭
小　

倉　

幸　

子

大
虫
小
学
校

四
ヶ
浦
小

校

長

河　

邉　

隆　

三

丹
南
高
等
学
校

城
崎
小
教

諭
清　

水　

里　

枝

南
条
小
学
校

織
田
小
教

諭
土　

田　

与　

美

国
高
小
学
校

織
田
小
教

諭
青　

木　

喜
一
郎

松
岡
中
学
校

萩
野
小
校

長

久　

保　

理
恵
子

織
田
小
学
校

萩
野
小
教

頭
橋　

本　

り
よ
子

中
河
小
学
校

萩
野
小
教

諭
田　

中　

昌　

輝

王
子
保
小
学
校

朝
日
中
教

頭
飛　

田　

康　

裕

教
育
研
究
所

宮
崎
中
教

諭
中　

村　

久　

美

新
採
用

宮
崎
中
教

諭
安　

東　

智　

美

南
越
中
学
校

宮
崎
中
教

諭
佐
々
木　

昌　

広

明
倫
中
学
校

越
前
中
教

諭
上　

見　

和　

孝

明
道
中
学
校

越
前
中
教

諭
田　

中　

理
絵
子

新
採
用

織
田
中
教

諭
室　

谷　

知　

徳

河
野
中
学
校

織
田
中
教

諭
慶　

家　

一　

史

藤
島
中
学
校

男女共同参画室
大　鎌　延　浩

織田病院  臨床検査技師
嶋　津　恵理子

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

平
成
22
年
度
新
採
用
職
員

建設課
安　原　沙　紀

子ども手当に

関するお知らせ

子ども手当はもらえるの？

趣　　旨

手続きに必要なもの

その他、ご不明な点は、子育て支援課までお問い合わせください。　☎34 ｰ 8725

手当の額

手続き方法

支給対象

支払時期

　子ども手当は、次代の社会を担う子どもの
健やかな育ちを社会全体で応援する制度です。

● 印鑑（認印可、スタンプ印不可）

● 請求者の健康保険証の写しなど

● 請求者名義の通帳の写し
● その他、必要に応じて提出する
　 書類があります
　 （子どもと別居している場合など）

　子ども手当の申請が必要な人には、世帯主または児童手当受給者宛に4月下旬頃
に関係書類を送付しています。申請手続きの有無や申請方法は下記のとおりです。

　子ども一人につき  月額 1万3千円

　中学校修了前（満15歳以後の最初の3月31日
まで）の児童を養育している人
※児童手当制度は、小学校修了前の子どもが対象
となっており、親などに所得制限がありました
が、子ども手当は、中学校修了前まで支給対象
が拡大し、所得制限もありません。

　手当の支払期月は、6月、10月、2月です。
前月分までの手当をお支払いします。
※子ども手当の最初の支払いは、本年6月で、
6月に手当の支給を受けるためには、5月20
日までに申請をいただく必要があります。

（注1）	 公務員は、児童手当と同様に勤務先での受
給となります。

（注2）	 図の「A」または「D」に該当される人が、
本年4月分から手当を受給するためには、申
請猶予期間（平成22年9月30日）までに申
請が必要となります。

（注3）	 図の「C」又は「E」に該当される人は、申
請をした月の翌月分からの支給となります。
さかのぼって支給されることはありません
ので、早めに手続きを行なってください。
ただし、出生日や転入日が月末の場合は、
15日以内に申請手続きされると事実のあっ
た月の翌月分から支給されます。

～ 4月から【児童手当】に代わり
　【子ども手当】の制度が始まりました～

平成22年3月31日時点で、越前町から児童手当を受給していましたか？

A B C D E

はい いいえ

いいえ
いいえはい

いいえはい

はい

申請が必要
対象者あてに関
係書類を送付し
ています。

申請は不要
児童手当から子
ども手当へと継
続されます。

申請が必要
転入手続きと併せて
申請してください。

申請が必要
世帯主あてに関係書
類を送付しています。

出生などにより、
中学校修了前ま
でのお子さんを
養育するように
なった際に、申
請してください。

4月1日現在、中学2年生又は
3年生のお子さんがいますか？

4月1日現在、0歳～中学校3年生
までのお子さんがいますか？

4月1日以降に転入しましたか？



男 女 共 同 参 画 室
こ ん に ち は ！

か ら

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

国際交流室から一言
A  word  from  the  international  arena...

T
O
P
I
C
S

え
ち
ぜ
ん

広報えちぜん 14広報えちぜん15

　推進体制の充実や啓発に加えて審議会を立ち上げ、より広い視野に立った男女共同参画
社会づくりの展開を図っていきます。
　町の男女共同参画の推進に意欲のある人は、ぜひご応募ください。

役　　割　男女共同参画施策の調査や審議などを行います
公 募 数　若干名
応募資格　●20歳以上の人（平成22年4月1日現在）
　　　　　●越前町に居住している人
　　　　　●越前町の他の審議会などの委員でない人
　　　　　●越前町議会議員又は職員でない人
申込期限　5月25日（火）午後5時30分まで
申込用紙　越前町役場ホームページ、
　　　　　男女共同参画室
注意事項　委員のバランス（職業、年齢、性別など）により選

考し、町長が決定します。（なお、該当者がない
場合は、公募によらずに委員を選任します）

第 61 回

Vol. 61

男女共同参画室　☎34－8715問合せ先

男女共同参画審議会委員を募集！

外国人相談窓口を
ご存じですか？

信長サミット
友好スポーツ交流会開催！

☆ Fun Conversation 茶話会開催☆

　町内に在住する外国人の皆さんのため、町国際
交流協会では相談窓口を設置しています。４月
からモハマド・シャイリルさん（梅浦）が相談員
として就任しています。
　言葉の壁や文化の壁、日常生活で悩んでいる、
困っているという外国人、または、そんな外国人
を知っているという人は、ぜひご連絡ください。

日時：6月26日（土）
場所：愛知県清須市
内容：温水プールで水中運動会（予定）
対象：町内の各小学校４～６年生
※詳細・申込みは、チラシ（学校を通して配布予
定）をご覧ください。

　外国籍の人との情報交換や新しい友達づくり
など、お茶を飲みながら気軽に話をしませんか？
日時：6月6日（日） 午後２時から
場所：オタイコヒルズ　和室
対象：越前町民、町内在住の外国人
締切：6月1日（火）国際交流室　☎34－8713問合せ先

登
下
校
中
の
児
童
を
守
ろ
う
！

　

４
月
６
日
、新
入
生
た
ち
に
交
通
安
全
を
心
が
け
て
も
ら

お
う
と
、鯖
江
交
通
安
全
協
会
か
ら
新
一
年
生
に
交
通
安
全

ワ
ッ
ペ
ン
と
腕
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、福
井
エ
フ
エ
ム
放
送（
株
）か
ら
、登
下
校
中
の
子
ど

も
の
安
全
を
守
る
た
め
の
防
犯
ブ
ザ
ー
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
一
年
生
た
ち
は
さ
っ
そ
く
腕
に
は
腕
章
を
、か
ば
ん
に

は
ワ
ッ
ペ
ン
と
ブ
ザ
ー
を
着
け
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
27
日
・
28
日
、県
営
体

育
館
で
第
27
回
福
井
県
小
学

生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
新
人

戦
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
県

内
各
地
区
か
ら
女
子
40
チ
ー

ム
が
出
場
し
、Ａ
・
Ｂ
の
２
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
戦
で
勝
敗
を
競
い
ま

し
た
。
宮
崎
小
女
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、Ａ
ブ

ロ
ッ
ク
で
、見
事
に
15
年
ぶ
り
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、ポ
イ
ン
ト
が
入
る
た
び
に
歓
声
が
上
が
り
、子

ど
も
た
ち
は
声
援
を
受
け
コ
ー
ト
を
駆
け
回
っ
て
い
ま
し

た
。

　

大
会
優
勝
に
つ
い
て
団
員
た
ち
は「
優
勝
で
き
て
と
て
も

う
れ
し
い
。
み
ん
な
の
心
を
一
つ
に
合
わ
せ
て
頑
張
っ
た
か

ら
だ
と
思
う
。」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
17
日
・
18
日
、織
田
中
央
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
第
４
回
越
前
町
長
杯
学
童
野
球
大
会
が
開
か
れ
、町
内
軟

式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
４
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、宮
崎
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
の
キ
ャ
プ
テ
ン
武
藤

達
哉
さ
ん
が
選
手
宣
誓
を
行
い
、試
合
が
始
ま
り
ま
し
た
。

大
会
は
、各
チ
ー
ム
の
交
流
と
学
童
軟
式
野
球
の
技
術
力
向

上
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、総
当
た
り
リ
ー
グ
戦

で
順
位
を
競
い
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
日
ご
ろ
の

練
習
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
た
様
子
で
、随
所
に
好

プ
レ
ー
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す（
順
位
は
勝
敗
数
、

直
接
対
決
勝
敗
に
よ
り
決

定
）。

　

優　

勝
：
朝
日
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

準
優
勝
：
越
前
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ

　

第
３
位
：
宮
崎
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ

　

第
４
位
：
織
田
ジ
ュ
ニ
ア
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

先
月
か
ら
、町
内
の

施
設
に「
お
知
ら
せ
配

信
シ
ス
テ
ム
」を
設
置

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

役
場
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
と
各
分
館
の

利
用
状
況
や
、イ
ベ
ン
ト
情
報
を
随
時
配
信
す
る
掲
示
板
で

す
。

　

今
後
は
、各
種
団
体
の
情
報
や
地
域
の
活
動
の
様
子
な
ど

を
配
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、施
設
へ
お
越
し
の
際
は
、ぜ
ひ

テ
レ
ビ
の
前
で
立
ち
止
ま
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
配
信
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
て
い
る
施
設

越
前
町
役
場　

１
階
ロ
ビ
ー

宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
仮
事
務
所
）　

１
階
ロ
ビ
ー

越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

１
階
ロ
ビ
ー　

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

１
階
ロ
ビ
ー

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

１
階
ロ
ビ
ー

宮
崎
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

県
小
学
生
選
抜
新
人
戦
大
会　
優
勝

朝
日
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
優
勝
に
輝
く
！

～
町
長
杯
学
童
野
球
大
会
～

お
知
ら
せ
配
信
シ
ス
テ
ム（
電
子
掲
示
板
）を

設
置
し
ま
し
た
！

　

４
月
11
日
に
町
営
朝
日
総
合
運
動
場
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー

ト
で
第
６
回
町
協
会
長
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
町
内
の
18
チ
ー
ム
、約
１
０
０
人
の
愛
好
者
が

参
加
し
、交
流
を
深
め
な
が
ら

競
技
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
試
合
結
果
】

　

優　

勝　
　

織
田
ク
ラ
ブ

　

準
優
勝　
　

さ
ざ
ん
か

　

第
３
位　
　

朝　

日

　
　

〃　
　
　

気
比
庄

織
田
ク
ラ
ブ
が
協
会
長
杯
を
制
す

～
協
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
～ ▲優勝した朝日野球スポーツ少年団の皆さん▲優勝した織田クラブの皆さん

気軽に
ご相談

ください!
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問合せ先

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

　

学
生
で
あ
っ
て
も
20
歳
に
な
る
と
、国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、学
生
の
み

な
さ
ん
は
所
得
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、国
民
年
金
保
険
料
が

猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、こ
の
制
度
は
毎
年
更
新
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、前
年
に
引
き
続
き
特
例
を
受
け
た
い
学
生

の
皆
さ
ん
は
再
度
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
住
民
課　

☎
３
４ｰ

８
７
０
８

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
越
前
町
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

各
地
区
に
教
育
相
談
員
を
配
置
し
悩
み
を
抱
え
る
児
童
・
生

徒
や
保
護
者
の
相
談
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、悩

み
を
抱
え
る
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
の
適
応
指
導
教
室
も

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

対　
象　
小
・
中
学
生
、保
護
者
、教
職
員

相
談
日　
毎
週
月
か
ら
金
曜
日
の

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

１
施
設
の
所
在
地

　

越
前
町
小
曽
原
第
１
２
０
号
3
番
地
の
20

２
施
設
の
種
類

　

木
造
瓦
葺
平
屋
建　

面
積 

１
９
２
．３
㎡

３
募
集
期
間

　

平
成
22
年
５
月
１
日
～
５
月
20
日

※
条
件
等
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

ま
た
は
商
工
観
光
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

http//w
w

w
.tow

n.echizen.fukui.jp

　

☎
３
４ｰ

８
７
２
０

問
合
せ
先　
学
校
教
育
課　

☎
３
４ｰ

８
７
１
６

越
前
町
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
て
い
ま
す
！

越
前
陶
芸
村「
お
食
事
処
」点
心
庵
・

洗
心
亭
の
経
営
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

幼な児の一歩一歩に春の風　　　　　山内　照子
黄砂降り夕日と紛

まが

ふ昼日差　　　　　山内　昭子
進学を祝ふ双娘の背の髙く　　　　　　　木村　松子
あふれ咲く赤き椿や亡

つ

夫
ま

想ふ　　　　山内　節子

織
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

越
前
分
館

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

宮
崎
分
館

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

相
談
場
所

水
上　

富
子

仲
保
チ
エ
コ

松
山　

文
雄

金
巻
美
智
子

教
育
相
談
員

３
６ｰ

２
２
３
７

３
７ｰ

２
２
６
２

３
２ｰ

７
７
０
０

３
４ｰ

８
７
１
６

電
話
番
号

１
改
正
の
背
景

①
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
率
に
つ
い
て
は
近
年
５
割
を
下

回
る
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

②「
明
日
の
安
心
と
成
長
の
た
め
の
緊
急
経
済
対
策
」（
平
成
21

年
12
月
８
日
閣
議
決
定
）に
お
い
て
、「
休
暇
取
得
促
進
へ
の

支
援
措
置
」と
し
て
本
指
針
を
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

２
労
働
時
間
等
見
直
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
正

　

労
働
時
間
等
見
直
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
労
働
時
間
等
設
定
改

善
指
針
）と
は
、労
働
時
間
、年
次
有
給
休
暇
な
ど
に
つ
い
て
労
働

者
の
生
活
と
健
康
に
配
慮
し
、多
様
な
働
き
方
に
対
応
で
き
る
よ

う
、事
業
主
な
ど
が
取
り
組
む
べ
き
事
項
を
定
め
た
も
の
で
す
。

※「
労
働
時
間
な
ど
の
設
定
の
改
善
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

に
基
づ
く
も
の
で
す
。

３
主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト

　

年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て
、事
業
主
に
対
し
て
次
の
よ
う

な
改
善
を
促
し
ま
す
。

●
労
使
で
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
状
況
を
確
認
す
る
制
度

を
導
入
す
る
と
と
も
に
、取
得
率
向
上
へ
の
具
体
策
を
検

討
し
ま
し
ょ
う
。

●
取
得
率
の
目
標
設
定
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

●
計
画
的
付
与
制
度
の
活
用
を
図
る
際
、連
続
し
た
休
暇
の

取
得
促
進
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

※「
計
画
的
付
与
制
度
」と
は
、年
次
有
給
休
暇
の
う
ち
、５
日

を
超
え
る
分
に
つ
い
て
は
、労
使
協
定
を
結
べ
ば
、計
画
的

に
休
暇
取
得
日
を
割
り
振
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
の
こ
と
。

●
二
週
間
程
度
の
連
続
し
た
休
暇
の
取
得
促
進
を
図
る
際
、

全
労
働
者
が
取
得
で
き
る
よ
う
な
制
度
の
導
入
に
向
け
て

検
討
し
ま
し
ょ
う
。

「
労
働
時
間
等
見
直
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　高齢者ドライバーによる交通事故の減少を目的とし、運転免許の全部を自主的に返納す
る満65歳以上の町民を対象に、返納日から10年間、コミュニティバスの無料定期乗車券
を交付しています。

①鯖江警察署、運転者教育センターで、運転免許の全部取消の申請をしてください。
　（運転免許証を持参し、「運転免許取消申請書」に自署にて申請します。）
　※無料定期乗車券の申請には運転免許証の写しが必要ですので返納申請する前に必
ずコピーをとってください。

②返納申請したときに発行される「申請による運転免許の取消通知書」（写し）と運転
　免許証の写しを運転免許自主返納支援事業申請書に添えて、政策調整室へ提出して
　ください。

③コミュニティバスの無料定期乗車券を返納日から10年間、毎年交付します。

※返納した時点で運転免許は失効しますので、返納手続きへは自分で運転して行かな
いでください。

運転免許自主返納者に無料定期券を交付！

申請の手続き

▼

▼
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ぐ春茶会　　　　　　西元　青石
好物の大地の恵み蕗

ふき

の薹
とう

　　　　　　嵐　喜美枝
啓　や小さき虫の雨戸這ふ　　　　　酒井スマ子

　

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、次
の
会
場
で
登
録
と
予
防

注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。（
＊
犬
の
登
録
は
生
涯
１
回
、

予
防
注
射
は
毎
年
１
回
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、犬
を
保
定
で
き
る
方
が
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

実
施
場
所
と
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
利
用
が
な

い
日
の
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル
棟
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
、地
元
丹
南
地
域
の

住
民
の
皆
さ
ん
な
ど
へ
の
無
料

貸
出
し
ま
す
。

①
利
用
料
金
の
免
除
範
囲

　

●
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
の
メ
イ
ン
ホ
ー

ル
利
用
料
金

　

●
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
の
利
用
に
伴
う
屋
外
広
場
の
利
用
料
金

　

●
机
・
イ
ス

　

た
だ
し
、施
設
の
利
用
に
伴
う
電
気
、水
道
、空
調
、備
品（
机
・

イ
ス
以
外
）の
使
用
に
係
る
実
費
料
金
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

②
利
用
の
対
象

　
［
利
用
場
所
］

　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
の
メ
イ
ン
ホ
ー
ル（
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
の

利
用
に
伴
う
屋
外
広
場
の
利
用
を
含
む
）

　
［
利
用
対
象
者
］

　

丹
南
広
域
圏
内
に
所
在
す
る
市
町
・
企
業
・
団
体
・
学
校
・

住
民
グ
ル
ー
プ

　
［
利
用
対
象
日
］

　

準
備
、撤
去
を
含
め
、火
曜
日
・
水
曜
日
・
木
曜
日（
祝
日
で

あ
る
場
合
を
除
く
）の
利
用
で
あ
る
こ
と

　
［
利
用
対
象
時
間
］

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

問
合
せ
先　
サ
ン
ド
ー
ム
福
井　

☎
２
１ｰ

３
１
０
６

◎
継
続
の
犬（
以
前
に
登
録
し
た
犬
）

　

１
頭
に
つ
き
２
、８
５
０
円（
狂
犬
病
予
防
注
射
料
２
、

３
０
０
円
、注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

◎
新
規
の
犬（
初
め
て
登
録
す
る
犬
）

　

１
頭
に
つ
き
５
、８
５
０
円（
狂
犬
病
予
防
注
射
料
２
、

３
０
０
円
、注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
、登
録
手

数
料
３
、０
０
０
円
）

◎
最
近
、飼
い
主
の
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト

は
、飼
い
主
を
選
べ
ま
せ
ん
。
愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
飼

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、周
囲
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
な
く
、

快
適
に
ペ
ッ
ト
と
暮
ら
す
た
め
に
も
適
切
な
し
つ
け
を
し

ま
し
ょ
う
。
ふ
ん
尿
な
ど
は
、適
切
に
処
理
し
、周
囲
の
環

境
保
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　
保
健
衛
生
課　

☎
３
４ｰ

８
７
１
０

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
て
く
だ
さ
い
！

サ
ン
ド
ー
ム
福
井
無
料
貸
出

（
利
用
料
金
免
除
）の
ご
案
内

糸
生
公
民
館

小
倉
多
目
的
集
会
施
設

常
磐
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー（
茱
原
）

朝
寿
殿
前
駐
車
場

岩
開
区
公
民
館

場　
　

所

【
朝
日
地
区
】　
５
月
17
日（
月
）午

後
３
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

午
後
２
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で

午
後
１
時
20
分
か
ら
午
後
２
時
ま
で

午
前
10
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
前
10
時
ま
で

時　
　

間

若
竹
荘
西
側
駐
車
場

八
田
集
落
セ
ン
タ
ー

宮
崎
保
健
セ
ン
タ
ー

陶
の
谷
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

場　
　

所

【
宮
崎
地
区
】　
５
月
18
日（
火
）午

後
３
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
２
時
30
分
ま
で

午
前
10
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
前
10
時
ま
で

時　
　

間

越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

高
佐
地
区
集
会
施
設

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
越
前
分
館

場　
　

所

【
越
前
地
区
】　
５
月
24
日（
月
）午

後
１
時
10
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で

午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
前
10
時
30
分
ま
で

時　
　

間

織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前

萩
野
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
織
田
分
館

場　
　

所

【
織
田
地
区
】　
５
月
26
日（
水
）午

後
１
時
10
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で

午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
前
10
時
40
分
ま
で

時　
　

間

新
し
い
集
落
支
援
員
で
す

　

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
集
落
の
、元
気
で
活
力
の
あ
る
集

落
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、２
月
か
ら
西
野
千
信
さ

ん(

熊
谷)

を「
集
落
支
援
員
」と
し
て
支
援
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
が
、４
月
か
ら
、さ
ら
に
本
格
的
な
活
動
を
開
始
す

る
た
め
、髙
橋　

満
さ
ん(

田
中)

を
新
た
に
選
任
し
、対
象

集
落
へ
の
巡
回
、点
検
や
話
し
合
い
に
参
画
し
な
が
ら
活
性

化
へ
の
支
援
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

４
月
か
ら
集
落
支
援
員
と

し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
活
性
化
に
取
り
組

む
集
落
の
皆
さ
ん
の
お
話
を

お
聞
き
し
な
が
ら
、地
域
づ

く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
感
謝
い

た
し
ま
す
。

※
企
業
・
団
体
・
学
校
と
は　

丹
南
広
域
圏
内
に
本
社
、

本
店
、本
校
、本
部
な
ど
を
置
く
も
の
を
い
い
ま
す
。

※
住
民
グ
ル
ー
プ
と
は
、10
人
以
上
で
構
成
す
る
サ
ー

ク
ル
活
動
、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、自
治
会
、子
ど
も

会
、婦
人
会
な
ど
を
い
い
ま
す
。

次
の
催
事
は
利
用
料
金
を
免
除
い
た
し
ま
せ
ん
。

○
商
品
の
展
示
、販
売
、宣
伝
な
ど
営
利
を
目
的
と
す
る
催
事

○
宗
教
、政
治
活
動
お
よ
び
こ
れ
ら
を
支
援
助
長
す
る
催
事

○
そ
の
他
指
定
管
理
者
が
不
適
当
と
認
め
る
催
事

も
し
か
し
た
ら
虐
待
？

　

あ
な
た
が
気
づ
い
て
、行
動（
連
絡
）す
る
こ
と
が
、子
ど
も

を
救
い
ま
す
。
虐
待
は
ど
の
家
庭
で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
虐
待
か
迷
う
場
合
で
も
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連

絡
し
た
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

こ
ん
な
子
ど
も
や
家
庭
を
み
か
け
た
ら
、ご
連
絡
を
！
！

●
不
自
然
な
外
傷（
打
撲
、火
傷
な
ど
）が
み
ら
れ
る

●
衣
服
が
い
つ
も
汚
れ
て
い
る

●
元
気
が
な
く
表
情
が
暗
い

●
虚
言
、万
引
き
、家
出
な
ど
の
問
題
行
動
を
繰
り
返
す

●
保
護
者
が
長
期
不
在
で
、い
つ
も
子
ど
も
だ
け
で
い
る

●
登
校
さ
せ
ず
、食
事
も
与
え
て
い
な
い

●
大
声
を
あ
げ
、子
ど
も
や
家
族
に
暴
力
を
ふ
る
っ
て
い
る

様
子
が
感
じ
ら
れ
る

児
童
虐
待
と
は
？

　

親
な
ど
の
保
護
者
が
、子
ど
も
に
対
し
次
の
行
為
を
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

●
身
体
的
虐
待

　

子
ど
も
の
身
体
を
傷
つ
け
た
り
、傷
つ
け
る
お
そ
れ
が
あ

る
暴
力
を
加
え
る

●
ネ
グ
レ
ク
ト

　

子
ど
も
に
食
事
を
与
え
な
い
、放
置
す
る
な
ど

●
性
的
虐
待

　

子
ど
も
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
り
、さ
せ
た
り
す
る

●
心
理
的
虐
待

　

子
ど
も
に
対
す
る
暴
言
や
拒
絶
的
な
対
応
、配
偶
者
へ
の

暴
力(

Ｄ
Ｖ)

を
見
せ
る
な
ど

連
絡
先

　

子
育
て
支
援
課　
　

☎
３
４ｰ

８
７
２
５

　

総
合
福
祉
相
談
所　

☎
０
７
７
６ｰ

２
４ｰ

５
１
３
８

　

夜
間
・
休
日
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
県
総
合
福
祉
相
談
所
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
７
７
６ｰ

２
４ｰ

３
６
５
４

　

リ
ス
ト
ラ
な
ど
で
職
を
失
っ
た
人
に
つ
い
て
、在
職
中
と

同
程
度
の
保
険
料
負
担
で
医
療
保
険
に
加
入
で
き
る
よ
う
国

民
健
康
保
険
税
の
負
担
軽
減
措
置
が
始
ま
り
ま
す
。

●
対
象
者

　

平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
に
失
業
し
た

　

●

雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

　
　
（
倒
産
、解
雇
な
ど
の
事
業
主
都
合
）

　

●

雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者（
雇
用
期
間
満
了
な
ど
）

●
軽
減
期
間

　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

　

た
だ
し
、国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
終
了
し
ま
す
。

●
軽
減
措
置
の
概
要

　

国
保
税
の
所
得
割
額
を
30
／

100
と
し
て
算
定
し
ま
す
。

●
申
請
窓
口 

　
税
務
課
お
よ
び
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

●
持
参
物

　

印
鑑
お
よ
び
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

問
合
せ
先　
税
務
課　

３
４ｰ

８
７
０
９

平
成
22
年
度
か
ら
非
自
発
的
失
業
者
の

国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

運
転
者
講
習
会
を
受
講
し
よ
う
！

　

交
通
安
全
協
会
で
は
、運
転
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
を
対

象
に
正
し
い
運
転
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
と
、交
通
事

故
防
止
を
目
的
に
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

※
当
日
は
受
講
カ
ー
ド
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
5
月
19
日（
水
）　

午
後
７
時
か
ら
午
後
８
時
30
分
ま
で

　

越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
越
前
分
館(

梅
浦
60ｰ

２ｰ

１)

　

３
階
大
会
議
室
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　５月２９日（土）～３１日（月）の３日間、
越前陶芸村にて越前焼の祭典「越前陶芸まつり」を開催します。
　３日間を通して陶器市がひらかれ、２９日（土）には伍代夏子歌謡ショー、
３０日（日）には「さつきあげ茶会」が行われます。
　また、第３０回目を記念したイベントのほか、バザーでは、
たけのこ茶屋や、越前町の特産品の販売など盛りだく
さんの内容で、皆さんをお待ちしています。
　ぜひご家族そろってご来場ください。

越前陶芸村総合案内所
越前町小曽原６ｰ１２
TEL.０７７８ｰ３２ｰ２０８４

問合せ先

間、間、間３日３３日間、日日間間３日間

　 越
前陶芸まつり第３０回

春の気配蕾膨らむ庭の木々　　　　　　　河合　敏子
産声にある未知数に期待する　　　　　　岡田　智子

カラス鳴く嫌な気配が気にかかる　　　　　関谷一之助
ウェディングベルの気配を醸し出すふたり　竹内　涼子

宮
崎
地
区

越
前
地
区

織
田
地
区

朝
日
地
区

地　

区

第
５
分
団

第
４
分
団

第
４
分
団

第
４
分
団

第
４
分
団

第
３
分
団

第
２
分
団

第
２
分
団

第
２
分
団

第
１
分
団

第
１
分
団

第
７
分
団

第
３
分
団

第
３
分
団

第
２
分
団

第
２
分
団

第
１
分
団

第
７
分
団

第
６
分
団

第
５
分
団

第
４
分
団

第
３
分
団

第
５
分
団

第
４
分
団

第
２
分
団

第
１
分
団

分　

団

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

団　

員

分
団
長

分
団
長

団　

員

階　

級

武
内　

靖
博

髙
原　
　

孝

横
田　
　

稔

横
田　

市
雄

山
田　

宗
治

清
水　

哲
也

山
内　

慎
吾

山
内　

直
之

木
原　

節
行

尾
城　

翔
一

向
當　

勇
樹

作
藤　

智
彦

濵
﨑　

康
太

濵
﨑　

祐
平

山
口　

高
浩

柴
矢　

宏
平

山
本　

雅
史

藤
井　

正
己

佐
々
木
孝
明

伊
部　

浩
明

森
下　

知
孝

藤
田　
　

進

大
林　

健
造

藤
井　

賢
一

橋
本　

敏
夫

春
木　

雄
一

氏　

名

越
前
消
防
団
新
入
団
員
紹
介

　

越
前
消
防
団
に
新
団
員
が
入
団
し
ま
し
た
。
地
域
を
守

る
新
団
員
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
22
年
４
月
１
日
付

丹
生
分
署
に
新
型
救
急
車
が
配
備
さ
れ
ま
し
た

　

近
年
増
加
す
る
救
急
出
動
に
対
応
す
る
た
め
、越
前
町
の

防
災
拠
点
施
設
で
あ
る
丹
生
分
署
に
新
型
救
急
車
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
車
両
に
は
、救
急
救
命
士
が
行
う
救
命
処
置
の
た
め

の
高
度
な
資
器
材
や
、交
通
事
故
な
ど
の
負
傷
者
を
適
切
に

処
置
・
搬
送
す
る
資
器
材
な
ど
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、あ
ら

ゆ
る
救
急
要
請
に
対
応
可
能
な
救
急
車
で
す
。

　

す
で
に
配
備
さ
れ
て
い
る
新
型
消
防
車
と
共
に
、越
前
町

の
安
全
・
安
心
を
守
り
ま
す
。

※
消
防
車
・
救
急
車
の
緊
急
走
行
時
に
は
、速
や
か
に
進
路

を
譲
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

平
成
22
年
度　
全
国
統
一
防
火
標
語

「
消
し
た
か
な
」　
あ
な
た
を
守
る
　
合
言
葉

問
合
せ
先　
鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合

　
　
　
　
　

丹
生
分
署　
　

☎
３
６ｰ

０
１
１
９

　
　
　
　
　

朝
日
分
遣
所　

☎
３
４ｰ

０
１
１
９

　
　
　
　
　

越
前
分
遣
所　

☎
３
７ｰ

０
１
１
９

　
　
　
　

 http://w
w

w
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＊健康診査を受けることができる人は次の①～③に該当する人です。
　健診当日は健康保険証を必ずご持参ください。
　①越前町国民健康保険に加入している40歳から74歳までの人
　②20歳から39歳までの職場などで健診を受診する機会のない人で、
　　町の健診を希望する人（必ず事前に申込をしてください。）
　③長寿医療制度に加入している人で、町の健診を希望する人（必ず事前に申込をしてください。）
　上記以外の人は加入している医療保険によって異なりますので、各保険者へお問い合わせください。
＊がん検診については医療保険に関係なく、職場などでがん検診を受診する機会のない人を対象に行います。
　大腸がん検診の検便容器は、検診の受付時間であれば、すべての会場で回収しています。

健康増進室  ☎36−1375　保健衛生課  ☎34−8710問合せ先

健康増進室  ☎36−1375　保健衛生課  ☎34−8710申込・問合せ先

実 施 日 会　　　場 ＊健康診査
肺がん・結核検診 胃がん検診 子宮がん

乳がん検診

５月１９日（水）
高佐地区集会施設 9:00～10:00 8:00～ 9:30

平等婦人の家   13:30～14:30

５月２５日（火） 越前町役場 9:00～10:00 8:30～ 9:30 13:15～ 14:15

５月２８日（金）
織田農村環境改善センター「サンライズ織田」 9:00～10:00 8:30～ 9:30 13:15～ 14:15

田中集落生活改善センター   13:30～14:30

６月 １ 日（火）
道口地区集会施設 9:00～10:00 8:30～ 9:30

乙坂集落生活改善センター 13:00～13:45

栃川集落生活改善センター 14:15～15:00

６月 ４ 日（金）
大樟地区集会施設 9:00～10:00 8:30～ 9:30

気比庄集落公民館   13:30～14:30

６月 ８ 日（火）

萩野生活改善センター 9:00～10:00 8:30～ 9:30

織田農村環境改善センター「サンライズ織田」 13:15～ 14:15

八田新保・舟場集落センター 13:30～14:00

西三区集落センター 15:00～15:30

６月１５日（火）
朝日保健センター（朝寿殿） 9:00～10:00 8:30～ 9:30 13:15～ 14:15

八田集落センター 13:30～14:00

広野・蚊谷寺集落センター 15:00～15:30

成人の健康診査

見送った言葉は一つありがとう　　　　　山田千栄子
しかられる気配さとって爺の背な　　　　山田　幸枝

そばに居る気配安堵の大いびき　　　　　　松村　典子
明日の日が未知数だから生きられる　　　　武藤　久子

高齢者の肺炎を予防するため予防接種の費用の一部を負担しています。
この予防接種は生涯で1回しか接種できませんので、今までに接種した人は受けられません。

補助対象者　昭和10年3月31日までに生まれた人
　　　　　　および昭和10年生で接種前日までに誕生日をむかえた人（75歳以上）
自己負担額　5,000円（実費7,000円のところ、2,000円を補助します）
接種医療機関　織田病院

―平成22年度肺炎球菌予防接種―

高齢者の肺炎を予防

み
ん
な
集
ま
れ

　

今
年
で
５
回
目
と
な
る
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す

が
、例
年
、ス
イ
セ
ン
が
末
永
く
花
を
咲
か
せ
、美
し
い
越
前

海
岸
の
景
勝
を
守
る
た
め
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
昨

年
同
様
、堀
り
上
げ
た
球
根
で
小
樟
地
区
に
新
た
な
産
地
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

と　
　
き　
６
月
５
日（
土
） （
予
備
日 

６
月
６
日（
日
））

集
合
場
所　
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
駐
車
場(

血
ヶ
平)

　
　
　
　
　

午
前
９
時
２
０
分
集
合

　
　
　
　
　

※
雨
天
の
場
合
は
、予
備
日
に
順
延
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

　
　
　
　
　

越
前
水
仙
改
植
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
（
農
林
水
産
課
）☎
３
４ｰ

８
７
０
４

越
前
水
仙
花
咲
か
そ
う
大
作
戦

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

第
22
回
越
知
山
泰
澄
ウ
ォ
ー
ク
＆

泰
澄
祭
の
ご
案
内

日　
時　
５
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
40
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所　

丹
生
郡
越
前
町
小
川
（
上
糸
生
）

　
　
　
　
　
「
奥
糸
生
多
目
的
施
設
」（
旧
小
川
分
校
）

参
加
者　
大
会
趣
旨
に
賛
同
す
る
人
な
ら
参
加
自
由
で
す
。

　
　
　
　
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

内　
容　
①
自
然
景
観
、
山
野
草
や
樹
木
、
史
跡
を
鑑
賞
し

　
　
　
　
　

な
が
ら
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
登
山
。

　
　
　
　

②
山
頂
広
場
で
の
泰
澄
祭
、
野
外
音
楽
鑑
賞
、
史

　
　
　
　
　

跡
散
策
な
ど

日　
程　
午
前
8
時
20
分　

受
付
開
始

　
　
　
　

午
前
8
時
40
分　

入
山
式

　
　
　
　

午
前
9
時　
　
　

出
発　

ゆ
っ
く
り
登
山

　
　
　
　

午
前
11
時
40
分　

到
着　

越
知
神
社
参
拝

　
　
　
　

午
後
12
時　
　
　

泰
澄
祭
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

音
楽
鑑
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゴ
ス
ペ
ル
Ｒ
Ｓ
Ｃ
予
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昼
食
（
泰
澄
鍋
の
振
舞
い
）、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

展
望
台
史
蹟
な
ど
散
策

　
　
　
　

午
後
2
時　
　
　

下
山
式

　
　
　
　

午
後
2
時
5
分　

下
山
開
始
（
現
地
解
散
）

　
　
　
　

午
後
4
時　
　
　

下
山
終
了

そ
の
他　
事
前
申
し
込
み
、
参
加
費
は
不
要
で
す
。
ま
た
、

当
日
は
登
山
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
事
故
な
ど
の
場
合
は
、
簡
単
な
応
急
処
置

は
し
ま
す
が
、
そ
の
後
の
処
置
は
各
自
の
責
任
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

糸
生
小
学
校
と
姉
妹
校
で
あ
る
タ
イ
王
国
立
カ
セ
サ
ー
ト
大

学
附
属
学
校
と
の
交
流
事
業
と
し
て
、訪
問
団
員
を
募
集
し
ま

す
。タ
イ
で
は
、主
に
学
校
や
文
化
施
設
な
ど
の
視
察
を
し
ま
す
。

応
募
資
格　

町
内
在
住
で
心
身
と
も
に
健
康
で
団
体
行
動

に
適
応
で
き
る
人
。

訪
問
期
間　
８
月
16
日（
月
）～
20
日（
金
）（
３
泊
５
日
）

参
加
料　
約
18
万
円

応
募
方
法　
越
前
町
国
際
交
流
協
会
に
、５
月
14
日（
金
）ま

で
に
電
話
・
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
越
前
町
国
際
交
流
協
会（
役
場
国
際
交
流
室
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
４ｰ

８
７
１
３

　
　
　
　
　

E-m
ail

：kokusai@
tow

n.echizen.lg.jp

国
際
交
流
協
会 

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

越
前
町
国
際
交
流
協
会
で
は
、
会
員
と
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

経
験
不
問
！　

老
若
男
女
、
国
際
交
流
に
少
し
で
も
興

味
が
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

　

私
た
ち
と
一
緒
に
、
い
ろ
ん
な
発
見
や
出
会
い
を
経
験

し
ま
し
ょ
う
！

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
へ
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
越
前
町
国
際
交
流
協
会　

☎
３
４ｰ

８
７
１
３

問
合
せ
先　

越
知
山
泰
澄
塾
事
務
局

　
　
　
　

☎
３
４ｰ

１
２
０
３

　
　
　
　

☎
０
９
０ｰ

６
８
１
０ｰ

５
８
３
９

第
19
回
タ
イ
・
ほ
ほ
え
み
交
流
派
遣
事
業

訪
問
団
員
の
募
集
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5月の越前町関連の番組放送時間表

地域ふれあいチャンネル（2CH）
（アナログ2ch・デジタル091ch）

※番組は予告なく変更されることがありますので、ご了承ください。
問合せ先
　丹南ケーブルテレビ㈱　番組制作課　☎21−3277

◎丹南歴史探訪
　ものづくりの町を歩く
　越前焼
 10：30～ 11：00 （5/15～ 21）
 15：30～ 16：00 （5/15～ 21）
 21：30～ 22：00 （5/15～ 21）

◎辻・裏々　越前町上川去編
 10：15～ 10：30 （5/15～ 21）
 15：15～ 15：30 （5/15～ 21）
 21：15～ 21：30 （5/15～ 21）

◎ひと、くらし　輝いて
　メロディックビート織田
　    9：45～ 10：00 （5/8～ 14）
 14：45～ 15：00 （5/8～ 14）
 20：45～ 21：00 （5/8～ 14）

◎宮崎小５年生
　田んぼアートに挑戦！
 9：30～ 9：45 （5/26～ 6/1）
 14：30～ 14：45 （5/26～ 6/1）
 20：30～ 20：45 （5/26～ 6/1）

問合せ先　税務課　☎34－8709

　平成22年度の軽自動車税は5月31日（月）が納期限になります。
　自宅に郵送された納付書により、役場、各コミュニティセンター住民サービス室、各金融
機関またはコンビニエンスストアにて納付してください。
　また、身体に障害のある人※が所有する軽自動車などは、軽自動車税が減免される場合が
あります。その場合には、納期限の7日前（5月24日）までに役場税務課または各コミュニ
ティセンター住民サービス室で申請してください。
※平成22年度より肝機能障害（1級～ 3級）が新たに減免の対象となりました。

問合せ先　越前町役場 税務課……………………………☎３４－８７０９
　　　　　宮崎コミュニティセンター 住民サービス室…☎３２－７７１１
　　　　　越前コミュニティセンター 住民サービス室…☎３７－７７１１
　　　　　織田コミュニティセンター 住民サービス室…☎３６－２２７０

軽自動車税の納期限は5月31日（月）まで

消費せいかつ

情 報 便
その2

消費者行政相談のまど

◇	はがき（簡易書留）や内容証明郵便な
ど証拠の残る書面で行います。

◇	「契約を解除する」旨を明記し、支払い
済みの代金の返金、商品の引き取りな
どを求めます。

◇	はがきの場合は、両面のコピーをとっ
て控え伝票とともに保管します。

◇	クレジット契約をした場合は、信販会
社にも同時に「契約を解除する」旨を
通知します。

■ クーリングオフの方法

妊娠の気配がみえる嫁した娘に　　　　　山内　千代
咳一つ何か言おうとする気配　　　　　　山谷　ゆり

未知数の夫と二脚の飯茶碗　　　　　　　　司辻　文子
未知数の得点競う受験生　　　　　　　　　向当みつ子

★軽自動車税について
Q：３月に軽自動車を買い換えましたが、下取りに出した軽自動車の分の税金も一緒

にきました。どうしてですか？
A：軽自動車税は４月１日現在で所有している人に１年間の税金が課税されます。
　 この場合、下取りに出した軽自動車の廃車または名義変更がされてないのが原因

です。購入先に手続きが済んでいるか確認してください。

Q：廃品回収業者にナンバープレートを付けたまま渡してしまった原付バイクの税金
の納付書が毎年きて困っていますがどうすればいいですか？

A：通常、廃車の手続きの際にはナンバープレートを返却してもらいますが、無い場
合でも解体証明書などがあれば廃車手続きをすることができます。

Q：軽自動車税を口座振替にしてありますが、車検のときの納税証明書はどうすれば
よいですか？

A：口座振替にされている人には振替日の１週間
後ぐらいに、ハガキにて車検用の納税証明書
を郵送しますので、そのハガキにて車検を受
けてください。

　 また、振替日からハガキが送られるまでの間
に車検を受けられる人は、振替されたことが
記載された通帳を、役場税務課・各コミュニ
ティセンター住民サービス室へお持ちになり、
車検用の納税証明書の交付を受けてください。

いったん契約してしまっても法律で定められた
期間内であれば無条件で解約できる制度です。原

則すべての商品・サービスがクーリングオフの適用対象で
す。ただし、乗用車などの一部商品・サービスは対象に定め
られていません。

クーリングオフ制度とは？

■ クーリングオフが可能な主な取引と期間

取引内容 適　　用　　対　　象 期 間

訪問販売 店舗外での訪問販売（キャッチセールスやアポイントメントセール
ス、SF 商法では店舗契約を含む）による商品やサービスなど ８日間

電話勧誘販売 電話勧誘による商品やサービスなど ８日間

特定継続的役務提供 エステ・語学教室・学習塾・家庭教師・パソコン教室・結婚相手紹介の
継続的サービス契約 ８日間

連鎖販売取引 いわゆるマルチ商法 20日間

業務提供誘引販売取引 いわゆる内職商法、モニター商法 20日間
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新
し
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家
族
で
す

お
く
や
み

（
敬
称
略
、
4
月
19
日
現
在
）

（
敬
称
略
、
4
月
19
日
現
在
）

休
日
当
番
医

注
）
診
察
時
間
は
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
で
す
。	

注
）
都
合
に
よ
り
医
療
機
関
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

受
診
前
に
電
話
や
新
聞
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

人口と世帯
（4月1日現在）

人　口	 24,154人

　男	 11,661人
　女	 12,493人
世帯数	 7,288戸

（前月より37人減）

5
月
16
日（
日
）	

織
田
病
院	

☎
３
６ｰ

１
０
０
０

５
月
23
日（
日
）	

整
形
外
科
大
城
医
院	

☎
３
２ｰ

３
５
０
０

５
月
30
日（
日
）	

伊
部
医
院	

☎
３
４ｰ

０
２
２
０

６
月
6
日（
日
）	

織
田
病
院	

☎
３
６ｰ

１
０
０
０

６
月
13
日（
日
）	

橘
医
院	

☎
３
６ｰ

０
０
１
５

西
田
中　

木
原
莉り

愛あ

菜な 

（
佳
昭
、
女
）

朝　

日　

小
泉　

海か
い

大と 

（
利
行
、
男
）

朝　

日　

山
内　
　

叶か
な
た 

（
遼
、
男
）

気
比
庄　

片
山　
　

優ゆ
う 

（
昌
彦
、
男
）

気
比
庄　

水
上　

翔し
ょ
う
た太 

（
高
明
、
男
）

気
比
庄　

花
木　
　

孝た
か
し 

（
完
、
男
）

田　

中　

吉
崎　
　

翼つ
ば
さ 

（
隆
弘
、
男
）

栃　

川　

増
永　

珠み

來こ 

（
幸
平
、
女
）

天　

王　

髙
橋　

里り

瑚こ 

（
次
郎
、
女
）

天　

王　

横
田　

悠ゆ
う

大だ
い 

（
将
太
郎
、
男
）

天　

宝　

児
玉　

聖せ
い

弥や 

（
友
明
、
男
）

小
曽
原　

高
𠩤　

唯ゆ
い

花か 

（
利
則
、
女
）

江　

波　

井
上　

学ま
な

哉や 

（
康
博
、
男
）

広　

野　

橋
本　

視し
り
ゅ
う琉 

（
峰
視
、
男
）

樫　

津　

鈴
木　

大た
い

琥が 

（
茂
、
男
）

樫　

津　

田
中　

優ゆ

伊い 

（
寛
人
、
女
）

八　

田　

下
宮　

一か
ず

希き 

（
和
彦
、
男
）

陶
の
谷　

平　
　

悠ゆ
う

生せ
い 

（
弘
之
、
男
）

梅　

浦　

山
下　

琥こ
う

毅き 

（
貴
大
、
男
）

道　

口　

岩
﨑　

吏り

生お 

（
玉
喜
、
男
）

道　

口　

山
本　

夏な
ち
か睦 

（
芳
紀
、
女
）

高　

佐　

浜
本　

渉わ
た

路る 

（
訓
典
、
男
）

米　

ノ　

山
本
も
も
乃の 

（
法
光
、
女
）

大
王
丸　

渡
邉　

日は
る

翔と 

（
正
博
、
男
）

朝
　
日
　
野
村
　
　
與 (

102
歳)

上
川
去
　
高
山
ヒ
デ
オ (

89
歳)

上
川
去
　
藤
野
　
時
雄 (

85
歳)

佐
々
生
　
牧
野
　
聡
美 (

33
歳)

佐
々
生
　
久
保
美
津
子 (

76
歳)

田
　
中
　
伊
藤
た
ま
を (

95
歳)

横
　
山
　
五
島
す
み
を (

89
歳)

小
曽
原
　
山
内
　
　
勉 (

71
歳)

樫
　
津
　
田
中
　
一
三 (

75
歳)

小
　
樟
　
増
田
き
み
子 (

85
歳)

小
　
樟
　
山
田
ツ
ユ
コ (

89
歳)

大
　
樟
　
小
平
　
武
雄 (

81
歳)

大
　
樟
　
熊
野
弥
之
助 (

99
歳)

道
　
口
　
木
村
　
幾
重 (

85
歳)

　
厨
　
　
別
司
チ
ヨ
ノ (

88
歳)

茂
　
原
　
髙
橋
　
フ
サ (

92
歳)

茂
　
原
　
宇
野
　
熙
美 (

78
歳)

米
　
ノ
　
中
橋
　
ト
シ (

93
歳)

　
北
　
　
北
島
　
政
士 (

89
歳)

大
王
丸
　
小
柳
重
兵
衞 (

63
歳)

三
　
崎
　
佐
々
木
ハ
ナ
子 (

88
歳)

下
山
中
　
森
下
　
員
子 (

85
歳)

細
　
野
　
大
久
保
孫
一
郎 (

71
歳)

　

５
月
の
代
表
的
な
祝
日
と
い
え
ば「
こ
ど

も
の
日
」で
す
ね
。
こ
ど
も
の
い
る
家
庭
で

は
鯉
の
ぼ
り
が
大
空
を
飾
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

子
供
の
こ
ろ
を
思
い
返
し
て
み
る
と
、鯉

の
ぼ
り
の
出
し
入
れ
の
時
期
、僕
に
は
ひ
と

つ
の
楽
し
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

何
か
と
言
う
と
、筒
状
に
な
っ
た
鯉
の
ぼ

り
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ
て
遊
ぶ
こ
と
で
し

た
。
今
思
う
と
、あ
ん
な
こ
と
の
何
が
楽
し

か
っ
た
の
か
と
い
っ
た
カ
ン
ジ
で
す
が･･･

　

ま
ぁ
、あ
れ
も
人
生
の
予
習
だ
っ
た
ん
で

す
か
ね
。
最
初
は
、わ
く
わ
く
し
な
が
ら
潜

り
こ
む
ん
で
す
け
ど
、真
鯉
と
も
な
る
と
、予

想
以
上
に
長
く
て
途
中
で
不
安
に
な
っ
ち
ゃ

う
ん
で
す
。
け
ど
、一
生
懸
命
も
が
い
て
前

に
進
ん
で
い
る
う
ち
に
光
が
迎
え
て
く
れ
る

ん
で
す
。
期
待
だ
ら
け
の
４
月
か
ら
不
安

の
見
え
始
め
る
５
月
へ
。
こ
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
は
、前
見
て
も
が
い
て
い
く
し
か
な
い

で
す
ね
！

　

ほ
ん
と
の
と
こ
ろ
、ボ
ク
は
今
で
も
こ
の

遊
び
楽
し
め
そ
う
で
す
ケ
ド
ね
。
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か
た
ち
の
な
い
文
化
財

　

文
化
財
と
き
く
と
、
発
掘
品
や
昔
の
建
築
物
、
絵
画

な
ど
の
美
術
品
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
文
化
財
の
中
に
は
、
形
の
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
昔
か
ら
伝
わ
っ
て
い
る
歌
や
踊
り
、
演
劇
、

技
術
な
ど
で
す
。
そ
れ
ら
は
無
形
文
化
財
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。（
中
で
も
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

技
術
等
を
持
っ
て
い
る
と
認
定
さ
れ
た
人
は
、
人
間
国

宝
と
通
称
さ
れ
て
い
ま
す
ね
！
）

　

越
前
町
に
も
無
形
文
化
財
は
あ
り
ま
す
。
県
の
指
定

文
化
財
に
も
な
っ
て
い
る
織
田
地
区
の
明
神
ば
や
し
、

宮
崎
地
区
の
八
田
獅
子
舞
な
ど
で
す
。
各
地
区
の
町
史

を
ひ
も
解
く
と
、
他
に
も
演
劇
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
織
田
地
区
に
記
念
館
の
あ
る
雨
田
光
平

も
、
国
か
ら
認
め
ら
れ
た
無
形
文
化
財
の
保
持
者
で
す
。

光
平
が
学
ん
だ
箏
そ
う
き
ょ
く
き
ょ
う
ご
く
り
ゅ
う

曲
京
極
流
は
昭
和
四
十
八
年
三
月
、

国
か
ら
選
択
無
形
文
化
財
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
選

択
無
形
文
化
財
と
は
、
重
要
無
形
文
化
財
以
外
の
無
形

文
化
財
の
中
か
ら
、
記
録
、
保
存
、
公
開
に
つ
い
て
公

費
で
補
助
を
で
き
る
と
国
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　

光
平
が
使
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
記
念
館
所
蔵

の
琴
が
、
四
月
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
福
井
県
立
歴
史

博
物
館
の
春
の
企
画
展
「
祈
り
の
音　

遊
び
の
音
」
に

出
品
さ
れ
て
い
ま
す
。
六
月
六
日
ま
で
の
展
示
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図書館司書のおすすめ本
著　者：	湊  かなえ

著　書：	「告白」 （双葉社刊）、
	 「少女」 （早川書房刊）、
	 「贖罪」 （東京創元社刊）
	 「Nのために」 （東京創元社刊）

　最近読んだのですが、湊かなえさんの
本をおすすめします。いままでに4冊の
本を書かれています。6月に上映される
「告白」は2009年本屋大賞1位を獲得さ
れました。
　正直言って、4冊とも、読後感は決し
て良いものではありませんでした。むし
ろ、「なぜ、このような内容のものを書く
のだろう ?」と、不愉快にさえ思いまし
た。でも、読まずにはいられないのです。
次、次、止まらない…。

 「愛美は事故で死んだのではなく、
このクラスの生徒に殺されたからです。」

（「告白」より）

「お話し会」に参加しよう！

毎月　第2・第4土曜日　午後2時～
（以前は、午後3時からでしたが、
  4月より午後2時に変更になりました）

毎月　第3土曜日　午後2時～

毎月　第3水曜日　午後3時～

町立図書館

織 田 分 館

宮 崎 分 館

　町内図書館では、幼児および小学校
の低学年児を対象に、ボランティアグ
ループの皆さんによる「お話し会（本
の読み聞かせ）」を行っています。
　保護者の皆さんも子どもと一緒に、
ぜひ参加してください。お待ちしてい
ます。

　

４
月
10
日
に
行
わ
れ
た
織
田
地
区
の「
あ

し
が
た
ペ
イ
ン
ト
」の
様
子
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
に
よ
っ
て
、地
域
の
安

全
、未
来
が
守
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。



えちぜんカレンダー 5月16日～6月15日

再就職者のための生活就労相談

越前町役場別館

場　　　　所

5月19日（水）

実施日

13：30～16：00

時　　間

問合せ先  福井県求職者支援センター　☎０７７６－３０－０４５１
生後３か月以上６か月未満 町内の指定医療機関 

対　　象　　者 場　　　　所
ＢＣＧ予防接種

生後３か月以上７歳６か月未満 町内の指定医療機関
対　　象　　者 場　　　　所

三種混合予防接種

（第１期）生後12か月以上24か月未満
（第２期）H16.4.2～H17.4.1
（第４期）H  4.4.2～H  5.4.1

町内の指定医療機関

対　　象　　者 場　　　　所
麻しん・風しん混合予防接種（MRワクチン）

軽自動車税
納期限 5月31日（月）

納税のお知らせ

消費者生活ホットライン ☎0570ｰ064ｰ370

おはなしひろば

町立図書館織田分館　児童コーナー
場　　　　所

毎月第３土曜日
実施日

14：00～15：00
時　　間

月 日 行　　事　　名 時　　間 場　　　　　所

5

１７日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

18日（火） 心配ごと相談 １３：００～１６：００
越前町社会福祉センター（西田中）
宮崎保健センター（江波）
越前地域福祉センター（梅浦）

19日（水） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
20日（木） ポリオ生ワクチン投与 １３：3０～１4：3０ 朝日保健センター（西田中）

21日（金）
2歳６か月児歯科健診 １3：3０～１４：３０ 織田保健福祉センター（織田）
子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

24日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

26日（水）
子育てサロン

９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
１0：0０～１1：３０ 宮崎保健センター（江波）

精神相談員によるこころの健康相談
＊予約制：保健衛生課　☎34-8710 １３：３０～１４：３０ 宮崎保健センター（江波）

27日（木） 精神科医師によるこころの健康相談
＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034 １３：3０～　　　 丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）

28日（金）

心配ごと相談 １３：００～１６：００ 織田コミュニティセンター
子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

全血献血
９：0０～１１：００ 越前コミュニティセンター
12：３０～１6：００ 織田ショッピングセンター メルシ

月 日 行　　事　　名 時　　間 場　　　　　所

6

1日（火）
心配ごと相談 １３：００～１６：００

越前町社会福祉センター（西田中）
宮崎保健センター（江波）
越前地域福祉センター（梅浦）

無料法律相談 １３：００～１６：００ 織田コミュニティセンター
2日（水） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

3日（木） 精神科医師によるこころの健康相談
＊予約制：丹南健康福祉センター　健康増進課　☎51-0034 １３：3０～　　　 丹南健康福祉センター（鯖江郵便局隣）

4日（金） 子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
　７日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

9日（水）
子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）
悠々いきいきサロン（男性）
内容：筋力アップ体操（参加費６００円） ９：３０～１１：3０ 宮崎保健センター（江波）

11日（金）
心配ごと相談 １３：００～１６：００ 織田コミュニティセンター
子育てサロン ９：３０～１１：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

１4日（月） 結婚相談 １３：００～１６：００ 越前町社会福祉センター（西田中）

15日（火） 心配ごと相談 １３：００～１６：００
越前町社会福祉センター（西田中）
宮崎保健センター（江波）
越前地域福祉センター（梅浦）
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再生紙を使用しています

（越前町交通安全町民指標）
私たち越前町民は、海土里（みどり）を大切にし　事故一つない町を目指します！
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